
社会・環境に貢献する良好な緑地、取り組みを評価する｢緑の認定｣

ＳＥＧＥＳ(社会･環境貢献緑地評価システム) に、

新規2か所の企業緑地が加わりました。

発 表 資 料

公益財団法人都市緑化機構（会長 矢野 龍）では、民間事業者が所有、管理する緑地の価値を、

その取組が市民や環境、社会にとっていかに素晴らしいものなのかを客観的に評価する「緑の認定」

制度 SEGES (シージェス：社会･環境貢献緑地評価システム) を運営しています。SEGES評価･認定委員

会では、企業緑地を評価し、認定ラベルの決定とステージ昇格の可否を審査します。

この度、公益財団法人都市緑化機構では、SEGES評価･認定委員会での審議を経て、下記の通り、新

規2か所の企業緑地を認定しました。

●新規認定『そだてる緑』

・明治グループ自然保全区 くまもと こもれびの森

・KMバイオロジクス株式会社 菊池研究所 ／ 明治ホールディングス株式会社

Excellent Stage 2 （熊本県菊池市）

●新規認定『都市のオアシス』

・ブランチ札幌月寒 コポロパ ／ 大和リース株式会社

（北海道札幌市）
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公益財団法人 都市緑化機構

■申込から認定までの流れ

■認定方法 学識経験者及び有識者から、(公財)都市緑化機構理事長が委嘱し､下記委員により構成

するＳＥＧＥＳ評価･認定委員会での審議を経て認定しました。

仙田 満 東京工業大学 名誉教授

井上 洋 一般財団法人ダイバーシティ研究所 参与

斎藤 正一 日経ＢＰ社 日経ＢＰ総研 日経ＥＳＧ経営フォーラム事務局長

鹿野 央 国土交通省都市局公園緑地・景観課 緑地環境室長

梛野 良明 公益財団法人都市緑化機構 専務理事

（制度担当） 寺田 良二 PwCサステナビリティ合同会社 執行役員
（敬称略）
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■ 明治グループ自然保全区くまもと こもれびの森
認定ラベル ： そだてる緑 Excellent Stage 2

形 態 ： 工場緑化（樹林地）

所 在 地 ： 熊本県熊本市

事 業 者 ： KMバイオロジクス株式会社 菊池研究所

事 業 者 ： 明治ホールディングス株式会社

起伏に富んだ変化のある地形に人工林、常緑・落葉樹林を有する研究所です。

手入れが行き届いた場所では希少種が出現し、生物調査では200種以上の生きも

のが確認される豊かな生物多様性を育んでいます。生物多様性の保全活動に努め

る姿勢とビジョン、従業員に対する環境教育と地域への環境意識の向上を目指す

視点を評価しました。

認定サイト情報

SEGES（Social and Environmental Green Evaluation System）は、企業等によって創出された良好な緑

地と日ごろの活動、取り組みが、地球温暖化やヒートアイランド現象の緩和、地域生態系の保全、良好な景観の保全と

創出、地域社会とのコミュニティ醸成や安心・安全なまちづくり等、社会や環境に貢献していることを、 第三者審査会によ

り評価し、(公財)都市緑化機構が認定する制度です。

SEGESでは、事業者が所有する緑地の優良な保全、創出活動を評価・認定する 『そだてる緑』 、開発、建築に伴う

優良な緑地環境計画を評価・認定する 『つくる緑』、快適で安全な都市緑地を提供する取り組みを評価・認定する『都

市のオアシス』の３つの部門から構成されています。2017年からは、SEGES認定を10年以上継続、そだてる緑

「Superlative Stage」を3回連続で更新し、他社の模範となる緑地を『緑の殿堂』として認定しています。

（2021年9月現在で、これまでに143箇所の企業緑地を認定）

詳しくは 公式WEBサイトをご覧ください。 https://seges.jp/

今後も全国で、『そだてる緑』 『都市のオアシス』 『つくる緑』 の普及と認定緑地の拡大に努めてまいります。

なお、住友林業株式会社の特別協賛、ジョルジオ アルマーニ ジャパン株式会社の協賛をいただき実施しております。

ＳＥＧＥＳ(シージェス)とは

お問合せ先 公益財団法人都市緑化機構 SEGES事務局 担当 菊池・藤田・片山

〒101-0051千代田区神田神保町3－2－4 田村ビル２階
電話：03-5216-7191 FAX：03-5216-7195
E-mail：midori.info@urbangreen.or.jp

■ ブランチ札幌月寒 コポロパ
認定ラベル ： 都市のオアシス

形 態 ： 商業施設

所 在 地 ： 北海道札幌市

事 業 者 ： 大和リース株式会社

地域コミュニティを育む拠点として、体験型施設や交流スペースを設けた複合

商業施設の緑地です。冬期の積雪でオープンエリアが制限される特徴をプラスに

捉え、地域の人々の拠り所になるよう、あらゆるアイディアを盛り込んだオープ

ンスペースになっています。北海道ならではの土地利用とデザイン性の優れた空

間を評価しました。


